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補正
予算

令和7年度　一般会計予算令和7年度　一般会計予算

1,349万円を増額1,349万円を増額
予算総額45億7,871万円に予算総額45億7,871万円に

66月会議月会議
令和7年令和7年

　

令
和
７
年
定
例
会
６
月
会
議
は
６
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
２
件
、

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
が
３
件
、
条
例
改
正
が
２
件
、
財
産
の
取
得
が
１
件
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
が
４

件
の
計
12
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
名
の
議
員
が
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

◉一般会計の主な補正予算

◉一般会計　繰越計算書の報告（令和6年度より7年度に繰越）

◉下水道事業会計　繰越計算書の報告（令和6年度より7年度に繰越）

◉専決処分の報告及び承認

◉色麻学園学習用端末タブレット等の購入

◉色麻町手数料条例の一部を改正する条例

◉色麻町特別職の職員で非常勤のものの報酬
　及び費用弁償に関する条例の一部改正

事　　業　　名 金額（単位：千円）

カーブミラー設置工事 226
国勢調査員事務委託料 204
多面的機能支払交付金事業の増額 1,248
学校給食センター食器洗浄機等修繕料 282

事　　業　　名 金額（単位：千円）

公用車購入事業 2,396
物価高騰支援給付金給付事業 1,400
保健福祉センター管理事業 120,634
橋梁維持補修事業 22,640

事　　業　　名 金額（単位：千円）

色麻町浄化センター監視制御設備改修事業 45,000

◎色麻町税条例の一部を改正する条例の報告
◎色麻町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の報告
◎色麻町地域経済牽引事業促進地域における固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例の承認

◎タブレット462台を購入
◎契約金額：33,795,300円

※証明の交付を「1件につき」を「1枚につき」に改正

※投票管理者・投票立会人等の報酬を増額する改正
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「議会だより」に掲載する一般質問の内容は、紙面の関係上、質問を要約し掲載しています。詳細について
は色麻町議会ホームページに載せている会議録をご覧になるか、議会事務局にある会議録を閲覧ください。

一般質問
町政を問う

❶	 工藤　昭憲議員� ４P

①高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に
ついて

❷	 髙森すみえ議員� ５P

①日本の食料安全保障と色麻町の役割について

❸	 小川　一男議員� ６P

①人事管理について
②地域防災計画について

３人の議員が問う
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工
藤

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
実
施
は
、

保
健
指
導
や
栄
養
指
導
・
健

康
診
断
等
を
通
じ
て
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
に
努
め
る
、

し
い
て
言
え
ば
健
康
寿
命
を

延
ば
す
事
業
と
聞
い
て
い
る

が
具
体
的
な
内
容
は
。

町
長

　

75
歳
以
降
に
な
る
と
実
施

主
体
が
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
移
り
、
主
に
健
康

診
断
の
み
の
実
施
と
な
り
、

後
期
高
齢
者
に
な
っ
て
も
健

康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み

は
重
要
で
す
。

　

加
齢
に
伴
っ
て
心
身
機
能

が
低
下
し
、
健
康
な
状
態
と

要
介
護
状
態
の
中
間
に
位
置

す
る
、
フ
レ
イ
ル
の
改
善
を

図
る
事
業
で
す
。

工
藤

　

こ
の
事
業
の
要
点
は
。

渡
邊
町
民
生
活
課
長

　

高
齢
者
保
健
事
業
と
国
保

に
よ
る
保
険
事
業
と
生
活
機

能
の
改
善
を
支
援
す
る
介
護

予
防
事
業
を
一
体
的
に
実
施

す
る
事
で
す
。

工
藤

　

町
単
独
で
行
う
の
か
、
国

県
等
連
携
し
て
行
う
の
か
。

　

そ
の
際
の
役
割
は
。

渡
邊
町
民
生
活
課
長

　

市
町
村
は
、
広
域
連
合
の

委
託
を
受
け
て
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

国
、
県
、
国
保
連
、
医
療
機

関
等
と
連
携
し
て
実
施
。

　

国
は
、
事
業
の
方
向
性
を

明
示
、
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
提
示
、
特
別
調
整
交
付

金
の
交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

県
は
、
広
域
連
合
や
市
町

村
に
対
す
る
助
言
・
援
助
、

事
例
の
横
展
開
な
ど
。

　

国
保
連
は
、
各
種
デ
ー
タ

の
提
供
、
研
修
の
実
施
。

　

医
療
機
関
は
、
取
り
組
み

へ
の
助
言
・
支
援
、
か
か
り

つ
け
医
と
の
連
携
強
化
。

　

広
域
連
合
は
、
事
業
の
方

針
や
市
町
村
と
の
連
携
の
明

確
化
、
デ
ー
タ
提
供
や
支
援
、

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
を

委
託
費
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

工
藤

　

参
加
率
の
向
上
対
策
は
。

高
橋
保
健
福
祉
課
長

　

現
在
21
名
の
参
加
者
が
お

り
ま
す
が
、
広
報
誌
等
で
周

知
を
図
り
ま
す
。

工
藤

　

対
象
年
齢
ご
と
の
人
数
は
。

高
橋
保
健
福
祉
課
長

　

保
健
指
導
と
栄
養
指
導
は
、

40
歳
か
ら
74
歳
が
対
象
で
す

が
、
一
体
的
事
業
は
重
症
化

し
や
す
い
と
さ
れ
る
ハ
イ
リ

ス
ク
項
目
ご
と
に
対
象
者
を

抽
出
し
、
対
象
者
ご
と
に
個

別
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
医
療
・
介

護
・
検
診
に
関
す
る
デ
ー
タ

が
な
い
健
康
状
態
が
不
明
な

方
17
人
に
つ
い
て
健
康
状
態

の
把
握
を
行
い
、
受
診
勧
奨

や
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
Ａ
健康寿命を延ばす事業か�
フレイルの改善を図る事業です�

工藤　昭憲議員

工
藤

　

昨
年
か
ら
の
事
業
だ
が
、

減
額
し
た
理
由
と
、
そ
れ
を

踏
ま
え
、
７
年
度
事
業
に
ど

う
工
夫
改
善
し
た
か
。

渡
邊
町
民
生
活
課
長

　

予
定
し
て
い
た
職
員
が
退

職
し
た
事
で
別
の
職
員
が
他

の
業
務
と
兼
務
す
る
こ
と
に

な
り
、
従
事
し
た
時
間
数
×

時
間
当
た
り
の
単
価
で
算
出

し
た
た
め
で
す
。

　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
共

に
新
た
に
採
用
し
た
の
で
、

今
年
度
は
昨
年
よ
り
、
充
実

改
善
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

事
業
実
施
２
年
目
で
す
が
、

よ
り
良
い
保
険
事
業
が
で
き

る
よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。
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髙
森

　

色
麻
町
の
非
農
家
世
帯
の

数
は
。
ま
た
、
米
高
騰
に
よ

る
こ
れ
ら
の
世
帯
へ
の
支
援

策
は
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　

町
内
の
非
農
家
世
帯
は
1
，

4
0
0
世
帯
と
推
測
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
米
の
販
売
価
格
高

騰
に
対
す
る
町
と
し
て
の
支

援
策
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

髙
森

　

現
在
の
日
本
の
食
料
自
給

率
は
38
％
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
上
げ
る
た
め
に

色
麻
町
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
る
か
、
ビ

ジ
ョ
ン
は
あ
る
か
。

町
長

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や

圃
場
整
備
を
実
施
し
て
規
模

拡
大
が
図
ら
れ
、
県
内
で
も

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
３
月
、

10
年
後
、
誰
が
ど
の
よ
う
に

農
地
を
使
っ
て
農
業
を
進
め

て
い
く
の
か
を
、
話
し
合
い

で
ま
と
め
た
地
域
計
画
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

髙
森

　

食
料
自
給
率
が
こ
れ
ほ
ど

低
い
中
で
輸
出
を
促
進
す
る

方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

は
。町

長

　

輸
出
が
増
え
る
事
で
国
産

米
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
は

歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
米
の
情

勢
に
つ
い
て
先
行
き
の
不
透

明
感
は
否
め
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。髙

森

　

日
本
で
は
多
く
の
食
料
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
が
、
残

留
農
薬
、
基
準
を
超
え
る
ホ

ル
モ
ン
剤
使
用
な
ど
不
安
な

も
の
が
多
い
。

　

色
麻
町
で
生
産
さ
れ
る
食

品
を
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
や
有

機
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

町
長

　

あ
く
ま
で
も
国
の
基
準
に

合
っ
た
精
査
を
す
る
の
が
一

番
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
森

　

耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用

と
し
て
、
稲
作
を
自
分
で

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
や

体
験
型
農
園
用
に
貸
し
出
す

よ
う
な
方
法
も
考
え
ら
れ
る

が
。町

長

　

今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な

目
的
で
農
地
を
貸
し
た
い
と

い
う
町
へ
の
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、
間
に

入
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
貸

す
に
当
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

不
安
も
あ
る
の
で
、
単
純
に

判
断
で
き
な
い
よ
う
な
時
も

あ
り
ま
す
。

　

荒
廃
農
地
を
作
ら
な
い
よ

う
に
慎
重
に
考
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

髙
森

　

食
料
安
全
保
障
に
お
け
る

色
麻
町
の
役
割
は
ど
の
よ
う

Ｑ
Ａ

食料安全保障における色麻町の役割は�
農地を十分活用することです�

髙森すみえ議員

な
も
の
と
考
え
る
か
。

町
長

　

農
業
分
野
に
お
け
る
地
方

自
治
体
の
役
割
は
、
生
産
基

盤
の
維
持
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
生
産
者
が
安

心
し
て
耕
作
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

規
模
を
拡
大
し
、
生
産
性

を
高
め
て
い
く
。
そ
し
て
農

地
を
十
分
に
活
用
し
、
荒
廃

農
地
を
減
ら
し
て
い
く
事
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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ＱＡ
防
災
士
の
育
成
と
公
費
補
助
は�

資
格
取
得
支
援
事
業
を
検
討�

小
川

　

防
災
活
動
体
制
で
勤
務
時

間
外
の
自
主
配
備
の
具
体
的

内
容
は
。

町
長

　

夜
間
や
休
日
な
ど
の
勤
務

時
間
外
の
場
合
は
、
発
令
区

分
に
あ
る
大
雨
警
報
等
の
発

令
や
震
度
5
以
上
の
地
震
発

生
に
応
じ
て
、
配
備
す
る
課

の
職
員
が
自
主
的
に
出
勤
し
、

配
備
体
制
を
と
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

小
川

　

食
料
及
び
生
活
物
資
等
の

備
蓄
関
連
で
、
備
蓄
場
所
や

品
目
等
は
、
点
検
、
洗
い
出

し
の
状
況
は
。

遠
藤
総
務
課
長

　

９
箇
所
に
備
蓄
し
、
品
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
非
常
食
（
ご
飯
・
パ
ン

等
）
飲
料
水
等

◦
毛
布
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等

　

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
職

員
２
名
で
年
数
回
在
庫
管
理

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
食
や
飲
料
水

は
、
町
総
合
防
災
訓
練
や
自

主
防
災
組
織
、
色
麻
学
園
並

び
に
加
美
農
校
が
実
施
す
る

防
災
教
育
や
訓
練
す
る
時
に

配
布
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
川

　

防
災
士
の
育
成
・
活
用
と

公
費
補
助
の
考
え
は
。

町
長

　

現
在
、
本
町
で
は
防
災
士

の
育
成
、
資
格
取
得
に
関
す

る
公
費
負
担
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
は
防
災
士
の

制
度
や
活
動
等
を
広
く
町
民

自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
認

識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
組
み
を
展
開
し
、
防
災
士

資
格
取
得
の
要
望
状
況
に
応

じ
て
、
公
費
負
担
に
よ
る
資

格
取
得
支
援
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

小
川

　

一
般
職
員
の
第
５
期
定
員

管
理
計
画
の
基
本
方
針
は
。

町
長

　

令
和
７
年
３
月
に
第
５
期

（
令
和
７
年
度
～
令
和
11
年

度
）
定
員
管
理
計
画
を
改
定

し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
人
員

を
効
果
的
に
配
置
し
、
効
率

的
か
つ
持
続
可
能
な
組
織
運

営
の
実
現
を
す
る
た
め
、
計

画
に
沿
っ
た
定
員
管
理
と
必

要
な
人
員
確
保
を
基
本
方
針

と
し
て
い
ま
す
。

小
川

　

計
画
職
員
数
と
部
門
別
職

員
数
は
。

遠
藤
総
務
課
長

　

第
５
期
の
総
職
員
は
、

1
0
5
人
を
目
標
と
し
ま
し

た
。

　

部
門
別
で
は
普
通
会
計
が

86
人
、
公
営
企
業
等
会
計
が

11
人
で
す
。
更
に
派
遣
職
員

３
人
、
暫
定
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
５
人
で
す
。

小
川

　

任
用
職
員
等
雇
用
予
定
調

書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

遠
藤
総
務
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
等
雇

用
予
定
調
書
は
作
成
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
関

し
ま
し
て
は
、
11
月
に
次
年

度
任
用
職
員
の
人
員
数
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
当
初
予
算
に
計
上
す
る

流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
川

　

令
和
７
年
度
の
雇
用
状
況

は
。遠

藤
総
務
課
長

　

７
年
度
の
雇
用
状
況
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
２
人
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
46
人
の
計
48
人
任
用

し
様
々
な
業
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

小
川

　

任
用
職
員
の
任
期
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
。

Ｑ
Ａ
任用職員の任期見直しは�
継続任用が可能な運用�

小川　一男議員

遠
藤
総
務
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

原
則
１
年
ご
と
の
任
用
で
あ

り
雇
用
の
安
定
性
が
乏
し
い

点
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
町
で
は
人
事

評
価
記
録
書
の
提
出
、
個
人

面
接
し
て
人
事
評
価
を
行
い
、

そ
の
後
希
望
さ
れ
る
場
合
は

継
続
任
用
、
継
続
し
た
勤
務

に
つ
い
て
も
可
能
と
す
る
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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委
員
会
活
動

委
員
会
活
動

RR

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

eport
eport

総
務
教
育
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長河

　
野
　
　
　
諭

１
、
調
査
期
日

　

令
和
７
年
４
月
22
日
（
火
）

２
、
調
査
事
項

①
教
育
総
務
課

・
米
、
野
菜
等
の
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
・
国
際
交
流
に
つ
い
て

・
色
麻
学
園
で
子
ど
も
達
が
使
用
し
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

・
５
、６
年
生
の
部
活
動
に
つ
い
て

・
奨
学
資
金
貸
付
基
金
の
推
移
に
つ
い
て

②
企
画
財
政
課

・
健
全
化
判
断
比
率
の
修
正
に
つ
い
て

・
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
土
地
開

発
基
金
の
推
移
に
つ
い
て

③
町
民
生
活
課

・
国
保
会
計
財
政
調
整
基
金
、
児
童
医
療

費
の
助
成
基
金
の
推
移
に
つ
い
て

④
総
務
課

・
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て

⑤
生
涯
学
習
課
・
公
民
館

・
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

・
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い

て

・
生
涯
学
習
の
状
況
に
つ
い
て

３
、
ま
と
め

　

今
回
の
調
査
で
は
、
各
委
員
か
ら
指
摘
・

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
財
政
調
整
基
金

は
、
令
和
11
年
度
に
は
黄
色
信
号
に
な
り

ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
共
通
返
礼
品
等
に
最
大
限
力
を
入
れ
、

自
主
財
源
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
要
望
し
、
報
告
と
し
ま
す
。

１
、
調
査
期
日

　

令
和
7
年
4
月
24
日
（
木
）

２
、
調
査
事
項

①
保
健
福
祉
課

・
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

・
予
防
接
種
事
業

②
地
域
振
興
課

・
移
住
・
定
住
促
進
事
業

・
交
流
人
口
増
加
事
業

③
建
設
水
道
課

・
道
路
舗
装
修
繕
事
業

・
下
水
道
施
設
整
備
事
業

・
水
道
施
設
整
備
事
業

④
農
林
課

・
え
ご
ま
関
連
事
業

・
森
林
経
営
管
理
制
度

⑤
子
育
て
支
援
課

・
子
育
て
支
援
事
業
・
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業

⑥
農
業
委
員
会

・
農
地
法
に
基
づ
く
業
務

３
、
調
査
方
法
・
目
的

　

担
当
課
か
ら
調
査
事
項
の
事
業
内
容
の
概

要
の
説
明
を
受
け
、
各
委
員
よ
り
質
疑
応
答

で
実
施
。

４
、
ま
と
め

　

各
事
業
に
お
い
て
成
果
・
効
果
の
考
え
方

や
課
題
等
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後
、
事
業

内
容
の
改
善
精
査
を
図
り
、
更
な
る
町
の
発

展
と
町
民
生
活
の
安
定
、
限
ら
れ
た
予
算
と

人
材
の
中
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ら
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

産
業
民
生
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長小

　
松
　
栄
　
喜

指摘・提言を行った委員会

成果・効果の検証
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今
年
４
月
に
色
麻
町

に
引
っ
越
し
て
き
て
、

５
月
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

色
麻
町
の
最
初
の
印

象
は
空
が
広
い
こ
と
、

山
が
青
い
こ
と
で
す
。

今
ま
で
平
地
の
少
な
い

所
で
暮
ら
し
て
き
た
の

で
、
全
天
に
広
が
る
夕

焼
け
を
初
め
て
見
ま
し

た
。

　

前
職
で
様
々
な
工
事

現
場
を
見
て
き
て
、
自

分
も
作
る
側
の
仕
事
が

し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
建
物
に

関
わ
る
仕
事
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
仙
台
市

の
株
式
会
社
イ
ス
ト
で

色
麻
町
で
古
民
家
再

生
・
地
方
創
生
の
仕
事

が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
機
会
が
巡
っ

て
き
た
の
で
や
っ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

県
内
移
住
と
は
い
え

未
知
の
土
地
で
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る

の
は
楽
し
い
の
で
日
々

勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、

町
内
の
空
き
家
を
利
活

用
し
て
移
住
者
や
二
拠

点
生
活
者
等
の
住
ま
い
、

滞
在
先
候
補
を
増
や
す

こ
と
で
す
。
空
き
家
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
次
の

人
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
拠
点

（
改
修
中
の
古
民
家
）

か
ら
外
部
の
人
と
の
交

流
を
促
進
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
田
舎
暮
ら
し
の
導

入
・
体
験
が
で
き
る
宿

泊
施
設
や
、
畑
・
陶

芸
・
ガ
ラ
ス
工
芸
の
設

備
等
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

建
物
を
通
じ
て
人
の

流
れ
を
つ
く
り
、
外
か

ら
の
風
を
呼
び
込
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

私たちの「しかま議会だより」は地球環境保全のため、植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

議
　
　
長　

天　

野　

秀　

実

　

委
員
長　

西　

村　

義　

隆

　

副
委
員
長　

小　

川　

一　

男

　

委
　
　
員　

工　

藤　

昭　

憲

　

委
　
　
員　

髙　

森　

す
み
え

　

委
　
　
員　

今　

野　

公　

勇

　

委
　
　
員　

白　

井　

幸　

吉

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
今
年

６
月
の
東
京
は
46
年
振
り
の

８
日
連
続
の
真
夏
日
で
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
我
が
町
に

お
い
て
も
熱
中
症
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
昨
年
全
国
で
熱

中
症
で
救
急
車
利
用
者
が

９
万
５
，
７
７
８
件
、
又
、

農
作
業
者
は
５
月
か
ら
９
月

で
２
，
３
２
２
人
。
過
去
５

年
で
最
多
で
し
た
。

対
策
と
し
て

・
30
分
に
一
回
の
休
憩

・
体
を
冷
や
す

・
冷
水
１
５
０
㎖
を
８
回
程

度
取
る

・
喉
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

す
る

　

な
ど
し
て
健
康
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

外
か
ら
の
風
を

呼
び
込
ん
で
い
き
た
い

風の人
土の人

まちは、他所（よそ）から来た
“風の人”と、地元に生まれ育った
“土の人”で成り立ち、まちの風土
が作られていく

議会の様子はパソコン・スマホで、議会の様子はパソコン・スマホで、
生中継（録画）されております。生中継（録画）されております。

次回の会議は次回の会議は
9月4日㈭です。

　

文　
　

責　

西　

村　

義　

隆

さいとう　まき
1984年生まれ
宮城県気仙沼市出身

宿地区

齋藤　真紀さん


